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胆
沢
区
の
愛
宕
地
区
の
住
宅
密
集
地
の
西

に
、
愛
宕
社
は
あ
る
。
社
は
、
愛
宕
森
と
称

さ
れ
る
高
さ

俊
程
の
岩
の
上
に
あ
り
、
こ

15

の
岩
山
と
そ
の
付
近
が
祭
神
で
あ
る
。

愛
宕
森
の
よ
う
な
岩
山
は
周
囲
に
な
く
、

自
然
物
な
の
か
人
工
物
な
の
か
と
、
そ
の
異

質
さ
が
多
く
の
人
の
興
味
を
引
い
て
い
る
。

胆
沢
の
民
話
に
よ
れ
ば
、
秋
田
三
吉
と
い
う

力
持
ち
が
一
夜
で
富
士
山
を
ま
ね
た
山
を
作

ろ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
り
、
夜
が
明
け
た
と

き
に
背
負
っ
て
い
た
石
塊
を
投
げ
出
し
た
も

の
が
こ
の
岩
山
に
な
っ
た
と
い
う
。

元
々
こ
の
付
近
に
は
民
家
が
な
く
、
愛
宕

原
と
呼
ば
れ
る
松
林
と
原
野
が
広
が
る
地
で

あ
っ
た
。
明
治
に
な
り
、
こ
こ
に
愛
宕
小
学

校
の
前
身
で
あ
る
分
教
場
が
建
設
さ
れ
る
と

民
家
が
増
え
、
今
の
よ
う
な
街
並
み
が
形
成

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
愛
宕
の
地
名
は
、
こ
の

愛
宕
社
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
成
10

年
に
現
在
の
形
に
整
備
さ
れ
、
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
る
。

＝
胆
沢
区
若
柳
字
愛
宕
＝

愛
宕
社

繋国道397号横の「愛宕山神

社」の看板が目印。雪の下に

は無数の巨岩が積み重なり、

小山をなしている 罫岩山の

上の社。昭和31年に衣川区

増沢からも愛宕社が移ってき

て、ここに合祀されている

繋

罫

広告




